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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 6,747 6.9 560 1.4 581 3.7 395 3.7

2022年３月期第２四半期 6,310 6.2 552 21.1 561 21.1 381 21.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 50.91 －

2022年３月期第２四半期 49.07 －
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 12,281 9,799 79.8 1,260.81

2022年３月期 12,156 9,591 78.9 1,234.07
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 9,799百万円 2022年３月期 9,591百万円

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 19.50 － 23.50 43.00

2023年３月期 － 20.50

2023年３月期(予想) － 20.50 41.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

(注) 2022年３月期の期末配当金の内訳 普通配当20円50銭 記念配当３円00銭

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,350 2.9 1,280 2.5 1,298 2.5 888 2.9 114.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料「２．四半期財務諸表及び主な注記 （3）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用）」をご覧ください。
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 8,264,850株 2022年３月期 8,264,850株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 492,411株 2022年３月期 492,387株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 7,772,453株 2022年３月期２Ｑ 7,772,477株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる

可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料「１．当四半期

決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染対策に万全を期しながら社会経済活動の

正常化を維持する中で、企業収益や雇用・所得情勢は底堅く、個人消費も緩やかに持ち直すなど、景気回復への期

待は継続しております。しかしながら、先行きにつきましては、感染症の再拡大やウクライナ情勢の長期化と円安

進行に起因する原材料価格の高騰や物価上昇などの景気後退懸念により、極めて不透明な状況にあります。

情報サービス産業におきましては、テレワーク環境の整備・強化に向けた需要は一巡したものの、ＩｏＴ、ＡＩ

を活用したＩＴサービスの進展、クラウドサービスやセキュリティ対策、ＲＰＡ等のＤＸ推進に向けた需要を軸に

企業等のＩＴ投資は回復傾向が継続しております。

このような情勢の下、当社では顧客との綿密なコミュニケーションを図るとともに、提案活動の継続強化に注力

した結果、新規案件の獲得や既存案件の追加受注に結びついたことで売上高は堅調に推移しました。利益面につき

ましては、顧客対応に必要な技術者を確保するため新入社員を増やしたことや若手社員をはじめとする技術者への

教育投資および賃金改善に取り組んだことでのコスト増があったものの、前年同期比で増益となりました。

当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高6,747百万円(前年同期比6.9％増)、経常利益581百万円(前年同期比

3.7％増)、四半期純利益395百万円(前年同期比3.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より10百万円減少し、8,906百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金104百万円、売掛金24百万円、契約資産24百万円、前払費用22百万円の増加、有価証券200

百万円の減少によるものであります。固定資産は135百万円増加し3,375百万円となりました。これは主に、投資有

価証券191百万円、前払年金費用23百万円の増加、保険積立金74百万円の減少によるものであります。

この結果、資産総額は、前事業年度末より124百万円増加し、12,281百万円となりました。

(負債)

当第２四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より91百万円減少し、2,374百万円となりました。こ

れは主に、未払法人税等19百万円、賞与引当金40百万円、その他に含まれる未払消費税等25百万円の減少によるも

のであります。固定負債は、前事業年度末より９百万円増加し、107百万円となりました。これは主に、役員退職慰

労引当金９百万円の増加によるものであります。

この結果、負債総額は、前事業年度末より82百万円減少し、2,481百万円となりました。

(純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ207百万円増加し、9,799百万円となりました。

これは主に、四半期純利益395百万円の計上による増加と、配当金182百万円の支払いによる減少によるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、2022年４月28日発表の通期業績予想に変更はありません。

今後の市場動向や受注環境等を勘案し、業績予想の修正が必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,443,902 5,547,915

売掛金 2,302,404 2,326,416

契約資産 - 24,448

有価証券 1,099,289 899,129

仕掛品 4,541 19,728

前払費用 60,768 83,202

その他 6,003 5,282

流動資産合計 8,916,910 8,906,123

固定資産

有形固定資産 68,066 63,682

無形固定資産 41,956 41,876

投資その他の資産

投資有価証券 1,438,063 1,629,245

敷金及び保証金 210,847 209,105

保険積立金 759,493 684,983

前払年金費用 438,072 461,231

繰延税金資産 268,187 271,326

その他 14,982 13,870

投資その他の資産合計 3,129,646 3,269,762

固定資産合計 3,239,669 3,375,321

資産合計 12,156,579 12,281,444
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 260,000 260,000

未払金 216,490 202,703

未払費用 512,496 521,832

未払法人税等 246,952 227,056

賞与引当金 975,420 934,960

受注損失引当金 - 488

その他 254,793 227,185

流動負債合計 2,466,152 2,374,225

固定負債

役員退職慰労引当金 98,590 107,644

固定負債合計 98,590 107,644

負債合計 2,564,742 2,481,869

純資産の部

株主資本

資本金 733,360 733,360

資本剰余金 624,523 624,523

利益剰余金 8,573,081 8,786,138

自己株式 △371,696 △371,725

株主資本合計 9,559,268 9,772,297

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 49,854 44,562

土地再評価差額金 △17,285 △17,285

評価・換算差額等合計 32,569 27,277

純資産合計 9,591,837 9,799,574

負債純資産合計 12,156,579 12,281,444
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 6,310,642 6,747,972

売上原価 5,013,510 5,362,324

売上総利益 1,297,132 1,385,648

販売費及び一般管理費 744,637 825,378

営業利益 552,494 560,269

営業外収益

受取利息 5,360 5,243

受取配当金 2,630 3,044

賃貸不動産収入 498 498

助成金収入 670 990

保険解約返戻金 - 12,247

雑収入 660 792

営業外収益合計 9,818 22,815

営業外費用

支払利息 898 896

賃貸不動産費用 334 307

営業外費用合計 1,232 1,203

経常利益 561,081 581,881

税引前四半期純利益 561,081 581,881

法人税等 179,643 186,170

四半期純利益 381,437 395,710
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の算定方法)

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。

（セグメント情報等）

当社の事業は、情報サービス事業ならびにこれらの附帯業務の単一事業であります。したがいまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　


